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第５章 災害応急対策計画 

第２節 災害通信計画 

（略） 

１ 通信手段の確保等 

 町、道及び防災関係機関は、災害発生直後は、災害情報連絡のための

通信手段を確保するため、直ちに情報通信手段の機能確認を行うととも

に、支障が生じた施設の復旧を行う。 

なお、その場合において、町及び道は応急復旧対策のために必要な場

所を確保し、提供するものとする。 

また、町は、副通信系としての災害時情報伝達手段確保のため、広尾

町防災行政無線の適切な維持管理を行うとともに、防災行政無線の運用

上の重要施設が立地する大丸山山頂部への唯一の連絡道路である、幹線

林道大丸山線の整備に努めるものとする。 

災害時の防災関係機関相互の通信連絡については、東日本電信電話㈱

等の公衆通信設備、防災関係機関が設置した通信設備及び衛星携帯電話

等の移動通信回線の活用により行うものとし、電気通信事業者は、災害

時において、防災関係機関の重要通信を優先的に確保するものとする。 
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